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あいさつ運動
実施中！

社協だより

ほほ
245号245号

令和7年
5月1日えみ

イメージキャラクター

きょうちゃん

介護ヘルパー介護ヘルパー募集中募集中
勤　務 働きやすい曜日・時間帯でご相談ください
賃　金 生活支援1時間／1,150円

身体介護1時間／1,650円
※別途交通費・研修費・電話代・土日加算
　処遇改善手当あり
初任者研修（旧ホームヘルパー２級）
または介護福祉士

資　格

問合せ先 ：市社会福祉協議会ホームヘルプサービス
　　　　　☎91-3251

●地域のつながりを深める『あいさつ運動』の展開●地域のつながりを深める『あいさつ運動』の展開
　第５次地域福祉活動計画（R.７～R.11）において
も「あいさつ運動」を引き続き重点項目に掲げてい
ます。「誰もが誰かとつながりあえるまち とよあけ」
の実現を目指します。主にはハローウォークによる
地域での街頭活動や、駅前や学校付近でのあいさ
つ活動などをあいさつ運動推進隊や市内企業と共
に引き続き実施してまいります。

●生活困窮者に対する包括的支援●生活困窮者に対する包括的支援
　物価高の影響が家計を圧迫し続けていること、親族や地域との関係が希薄となり、病
気や介護、経済的な課題を抱えていても相談相手がいないことなどが問題となっていま
す。
　このような背景から生活困窮世帯等への相談支援は引き続き強化していく考えです。
特にコロナ特例貸付金の返済が大きな負担になっている世帯に対しては、償還免除や償
還猶予等の手続支援や生活相談につながるよう相談支援を行います。
　また、市の生活困窮者自立支援窓口「よりそい」、重層支援体制整備事業「重層支援セ
ンター」へ職員を派遣し連携を図ります。

●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施

●児童・青少年福祉の推進●児童・青少年福祉の推進
　赤い羽根共同募金のテーマ型募金を活用し、子どもや子育て世帯が安心し、心豊かに
過ごせるまちづくりを応援します。子ども食堂ネットワークによる地域の子ども食堂運営
支援やおもちゃ図書館の充実を推進します。

豊明社協はこんなコトに
取り組みます！

豊明社協はこんなコトに
取り組みます！

令和7年度

編集後記 総合福祉会館前の花壇をご存知でしょうか。
色とりどりの花々といっしょにじゃがいもといちごの苗も植えられてい
ます。
ぜひ、のぞいて成長を見守ってくださると嬉しいです。

ご寄付ありがとうございました

イメージキャラクター
あすかちゃん

寄付物件寄付者
大塚　洋子
立松　瞭三
服部真由美

10,000円
10,000円
お米10kg

菓子パン140 個
10,020 円

寄付者
フジパン株式会社豊明工場
株式会社ジーピーセンター

子ども食堂のためにご寄付ありがとうございました。 

キャベツ80玉、玉ねぎ40kg、人参30kg
寄付者

JAあいち尾東豊明支店

走る子ども食堂にご寄付ありがとうございました。

令和７年２月１日から令和７年３月３１日までのご寄付を掲載しております。（敬称略、順不同）

左：社協会長　右：ＪＡあいち尾東豊明支店様
　大地震に備え、毎年、災害ボランティアセンター
設置運営訓練を実施しています。商工会や青年会
議所、藤田医科大学の学生や市内高校生、また駆け
つけていただく災害ボランティアの方々と協力しな
がら、被災地の1日も早い復興支援の為の訓練を実
施します。
　また、愛知県社会福祉協議会と連携し、ICTを活
用した効率的なセンター運営ができるよう備えま
す。

まごころサービス
（資格不要・時間応相談）

同  時  募  集

走る子ども食堂
走り終えました！
　３月２４日（月）～２７日
（木）、社協の真っ赤なキッ
チンカーで市内８ヶ所を周
り、子どもたちに1,200食
のおいしい手づくりのお弁
当をお届けしました。
　ご寄付やボランティアで活動してくださった皆
さまありがとうございました。✿

★この事業の経費の一部は、赤い羽根共同募金を活用しています。

▲一斉ハローウォークの参加者ら（沓掛城址公園にて）

▲昨年度の訓練の様子

▲お弁当を受け取る子どもたちの行列
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令和7年6月15日（日）　9時30分～15時30分（昼休憩あり）日　時
市総合福祉会館　豊明市新田町吉池18-3　3階　視聴覚室場　所

令和7年度予算 （単位：千円）

【収入】
337,106円

会費収入
6,000

経常経費
補助金収入
60,189 

受託金収入
80,958

貸付事業収入
1,300 

事業収入
8,171

介護保険
事業収入
64,055

障害者福祉
サービス等
事業収入
82,857

その他の収入
28,529

【支出】
337,106円

法人運営事業
99,366

福祉活動
推進事業
14,230

共同募金
配分事業
7,458

資金貸付事業
19,589

相談支援
活動事業
44,273

介護
サービス事業
56,113

障がい者
福祉サービス
事業
74,414

移動販売車事業
6,447

ひきこもりサポーターひきこもりサポーター 養成講座養成講座
生きづらさを抱えるひきこもりの方が、安心して暮らせる地域づくりについて、そして自律に向かっていける支援につ
いていっしょに考えてみませんか。

対象者 ひきこもりに関心がある方、サポーターとして活動ができる方
★受講された方には【サポーター養成講座修了証】を発行し、サポーターに登録希望の方は【はばたきサポーター証】
を後日発行します。

内　容 ひきこもりや支援に関する基礎知識やサポーターからの活動報告等
講　師 愛知教育大学教育学部　准教授　川北稔氏

市社会福祉協議会　ひきこもり相談窓口はばたき
☎93－5051　FAX：93-3880　Mail：habataki@toyoake-syakyo.jp

申込み・問合せ先　
令和７年５月１2日（月）～６月１０日（火）

弁護士法人鬼頭・竹内法律事務所　弁護士　竹内裕美氏（愛知県弁護士会所属）講　師
市内在住在勤在学の方、または市内在住のご家族のいる方対象者
無料参加費

無料参加費

令和７年５月７日（水）から、電話、メール、Googleフォームにて先着40名申込み

多様化した家族の在り方において抱える様々な問題について、必要な
法律知識を学ぶ機会とします。

開催場所 市総合福祉会館３階　大会議室
開催日時 令和７年５月２４日（土）　午前１０時００分～正午

　あいさつ運動の取り組みのひとつとして、今年度もハ
ローウォークを実施します。あいさつ運動推進隊のみなさ
まと、あいさつしながら地域を歩き、同時にクリーンアップ
活動も行います。

　あいさつ運動の取り組みのひとつとして、今年度もハ
ローウォークを実施します。あいさつ運動推進隊のみなさ
まと、あいさつしながら地域を歩き、同時にクリーンアップ
活動も行います。

あいさつ運動　ハローウォークの開催についてあいさつ運動　ハローウォークの開催について

問合せ先 ： 市社会福祉協議会　☎93-5051

問合わせ先：市社会福祉協議会　☎93-5051　Mail：chiiki@toyoake-syakyo.jp

①豊明市内にて在宅で生活している方
②認知症により徘徊の恐れがあることがケア
　プランまたは医師意見書で確認できる方
③1割または2割の介護保険負担割合証の交付
　を受けている方
④他に同様の個人賠償保険に加入していない方

申請書に必要事項を記入し、上記②および③の
コピーを添えて社協事務局へ提出してください。
※申請書は、社協ホームページよりダウンロード
　するか、窓口でお受け取りください。
★保険料の自己負担はありません。

認知症高齢者個人賠償責任
保険に加入しませんか？

対象となる方  ※以下の全てにあてはまること

申請方法

申込・問合せ先 ： 市社会福祉協議会　☎93-5051

赤い羽根共同募金の配分金を財源とし、福祉
のまちづくりを行う団体に対して助成します。

（１）本会ボランティアセンターに登録している団体
（２）市内で継続的な活動を行う団体
（３）構成員の過半数が豊明市民である団体
（４）営利を目的としない公益的な活動を行う団体

募集期間

申 請 書

助 成 額

予 算 額

とよあけボランティア
団体助成事業

令和7年度令和7年度地域で安心して暮らせるよう

在宅福祉活動事業
15,216

詳細はホームページで

みなさまのご参加
お待ちしています。

５月２6日（月）～６月１3日（金）
１事業　上限 ３０，０００ 円
１５０，０００ 円（予算の範囲内で交付する）

申請書は、社協ホームページよりダウン
ロードするか、窓口でお受け取りください。

対象団体

令和 7年度

共同募金
配分金収入
5,047

　11月13日～3月31日ま
での、子どもの未来応援募
金（テーマ型募金）並びに、
一般募金に3千円以上ご
協力いただきました皆様を
ご紹介いたします。

法人募金
・㈱ゆいまーる
・㈲若山製作所
・㈱ピー・プレイス
・アルメック㈱
・㈱bms
・山昇工業㈱

個人募金・その他の募金
・中島　基木
・天野　啓子
・高木　泉
・伊藤　久和
・匿名1名

（敬称略）

い 根 同 金赤 　 羽 　 共 　 募 　赤 　 羽 　 共 　 募 　 ご協力
ありがとうございました

令和７年度
市民地域
福祉講座 家族のかたちがかわっても守りたい未来について考える

ライフサイクルにおける必要な法律を知ろう

・障害者支援施設　ゆたか苑
・舘保育園
・豊明市役所
・社会福祉法人 勅使会
・ナーシングサポート前後

協力店募金・職域募金
・特別養護老人ホーム　豊明苑
・尾三消防本部
・吉池郵便局
・星の城幼稚園

開催日 5月30日（金）
10月10日（金）
12月25日（木）

申込・問合せ先 ： 市社会福祉協議会　☎93-5051　Mail:chiiki@toyoake-syakyo.jp 
▲申し込みフォーム

▲申し込みフォーム

5/30（金）は
阿野区・三崎区
です。

10時から
11時頃まで
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市総合福祉会館　豊明市新田町吉池18-3　3階　視聴覚室場　所

令和7年度予算 （単位：千円）

【収入】
337,106円

会費収入
6,000

経常経費
補助金収入
60,189 

受託金収入
80,958

貸付事業収入
1,300 

事業収入
8,171

介護保険
事業収入
64,055

障害者福祉
サービス等
事業収入
82,857

その他の収入
28,529

【支出】
337,106円

法人運営事業
99,366

福祉活動
推進事業
14,230

共同募金
配分事業
7,458

資金貸付事業
19,589

相談支援
活動事業
44,273

介護
サービス事業
56,113

障がい者
福祉サービス
事業
74,414

移動販売車事業
6,447

ひきこもりサポーターひきこもりサポーター 養成講座養成講座
生きづらさを抱えるひきこもりの方が、安心して暮らせる地域づくりについて、そして自律に向かっていける支援につ
いていっしょに考えてみませんか。

対象者 ひきこもりに関心がある方、サポーターとして活動ができる方
★受講された方には【サポーター養成講座修了証】を発行し、サポーターに登録希望の方は【はばたきサポーター証】
を後日発行します。

内　容 ひきこもりや支援に関する基礎知識やサポーターからの活動報告等
講　師 愛知教育大学教育学部　准教授　川北稔氏

市社会福祉協議会　ひきこもり相談窓口はばたき
☎93－5051　FAX：93-3880　Mail：habataki@toyoake-syakyo.jp

申込み・問合せ先　
令和７年５月１2日（月）～６月１０日（火）

弁護士法人鬼頭・竹内法律事務所　弁護士　竹内裕美氏（愛知県弁護士会所属）講　師
市内在住在勤在学の方、または市内在住のご家族のいる方対象者
無料参加費

無料参加費

令和７年５月７日（水）から、電話、メール、Googleフォームにて先着40名申込み

多様化した家族の在り方において抱える様々な問題について、必要な
法律知識を学ぶ機会とします。

開催場所 市総合福祉会館３階　大会議室
開催日時 令和７年５月２４日（土）　午前１０時００分～正午

　あいさつ運動の取り組みのひとつとして、今年度もハ
ローウォークを実施します。あいさつ運動推進隊のみなさ
まと、あいさつしながら地域を歩き、同時にクリーンアップ
活動も行います。

　あいさつ運動の取り組みのひとつとして、今年度もハ
ローウォークを実施します。あいさつ運動推進隊のみなさ
まと、あいさつしながら地域を歩き、同時にクリーンアップ
活動も行います。

あいさつ運動　ハローウォークの開催についてあいさつ運動　ハローウォークの開催について

問合せ先 ： 市社会福祉協議会　☎93-5051

問合わせ先：市社会福祉協議会　☎93-5051　Mail：chiiki@toyoake-syakyo.jp

①豊明市内にて在宅で生活している方
②認知症により徘徊の恐れがあることがケア
　プランまたは医師意見書で確認できる方
③1割または2割の介護保険負担割合証の交付
　を受けている方
④他に同様の個人賠償保険に加入していない方

申請書に必要事項を記入し、上記②および③の
コピーを添えて社協事務局へ提出してください。
※申請書は、社協ホームページよりダウンロード
　するか、窓口でお受け取りください。
★保険料の自己負担はありません。

認知症高齢者個人賠償責任
保険に加入しませんか？

対象となる方  ※以下の全てにあてはまること

申請方法

申込・問合せ先 ： 市社会福祉協議会　☎93-5051

赤い羽根共同募金の配分金を財源とし、福祉
のまちづくりを行う団体に対して助成します。

（１）本会ボランティアセンターに登録している団体
（２）市内で継続的な活動を行う団体
（３）構成員の過半数が豊明市民である団体
（４）営利を目的としない公益的な活動を行う団体

募集期間

申 請 書

助 成 額

予 算 額

とよあけボランティア
団体助成事業

令和7年度令和7年度地域で安心して暮らせるよう

在宅福祉活動事業
15,216

詳細はホームページで

みなさまのご参加
お待ちしています。

５月２6日（月）～６月１3日（金）
１事業　上限 ３０，０００ 円
１５０，０００ 円（予算の範囲内で交付する）

申請書は、社協ホームページよりダウン
ロードするか、窓口でお受け取りください。

対象団体

令和 7年度

共同募金
配分金収入
5,047

　11月13日～3月31日ま
での、子どもの未来応援募
金（テーマ型募金）並びに、
一般募金に3千円以上ご
協力いただきました皆様を
ご紹介いたします。

法人募金
・㈱ゆいまーる
・㈲若山製作所
・㈱ピー・プレイス
・アルメック㈱
・㈱bms
・山昇工業㈱

個人募金・その他の募金
・中島　基木
・天野　啓子
・高木　泉
・伊藤　久和
・匿名1名

（敬称略）

い 根 同 金赤 　 羽 　 共 　 募 　赤 　 羽 　 共 　 募 　 ご協力
ありがとうございました

令和７年度
市民地域
福祉講座 家族のかたちがかわっても守りたい未来について考える

ライフサイクルにおける必要な法律を知ろう

・障害者支援施設　ゆたか苑
・舘保育園
・豊明市役所
・社会福祉法人 勅使会
・ナーシングサポート前後

協力店募金・職域募金
・特別養護老人ホーム　豊明苑
・尾三消防本部
・吉池郵便局
・星の城幼稚園

開催日 5月30日（金）
10月10日（金）
12月25日（木）

申込・問合せ先 ： 市社会福祉協議会　☎93-5051　Mail:chiiki@toyoake-syakyo.jp 
▲申し込みフォーム

▲申し込みフォーム

5/30（金）は
阿野区・三崎区
です。

10時から
11時頃まで
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この広報誌は、市民の皆様にご協力をいただいた赤い羽根共同募金を財源として発行しています。
編集発行：豊明市社会福祉協議会　豊明市新田町吉池18-3（豊明市総合福祉会館内）　電話 93-5051　FAX 93-3880

X・フェイスブックでも情報発信中http://toyoake-syakyo.jp/ 豊明市社協 検索 クリック

あいさつ運動
実施中！

社協だより

ほほ
245号245号

令和7年
5月1日えみ

イメージキャラクター

きょうちゃん

介護ヘルパー介護ヘルパー募集中募集中
勤　務 働きやすい曜日・時間帯でご相談ください
賃　金 生活支援1時間／1,150円

身体介護1時間／1,650円
※別途交通費・研修費・電話代・土日加算
　処遇改善手当あり
初任者研修（旧ホームヘルパー２級）
または介護福祉士

資　格

問合せ先 ：市社会福祉協議会ホームヘルプサービス
　　　　　☎91-3251

●地域のつながりを深める『あいさつ運動』の展開●地域のつながりを深める『あいさつ運動』の展開
　第５次地域福祉活動計画（R.７～R.11）において
も「あいさつ運動」を引き続き重点項目に掲げてい
ます。「誰もが誰かとつながりあえるまち とよあけ」
の実現を目指します。主にはハローウォークによる
地域での街頭活動や、駅前や学校付近でのあいさ
つ活動などをあいさつ運動推進隊や市内企業と共
に引き続き実施してまいります。

●生活困窮者に対する包括的支援●生活困窮者に対する包括的支援
　物価高の影響が家計を圧迫し続けていること、親族や地域との関係が希薄となり、病
気や介護、経済的な課題を抱えていても相談相手がいないことなどが問題となっていま
す。
　このような背景から生活困窮世帯等への相談支援は引き続き強化していく考えです。
特にコロナ特例貸付金の返済が大きな負担になっている世帯に対しては、償還免除や償
還猶予等の手続支援や生活相談につながるよう相談支援を行います。
　また、市の生活困窮者自立支援窓口「よりそい」、重層支援体制整備事業「重層支援セ
ンター」へ職員を派遣し連携を図ります。

●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施

●児童・青少年福祉の推進●児童・青少年福祉の推進
　赤い羽根共同募金のテーマ型募金を活用し、子どもや子育て世帯が安心し、心豊かに
過ごせるまちづくりを応援します。子ども食堂ネットワークによる地域の子ども食堂運営
支援やおもちゃ図書館の充実を推進します。

豊明社協はこんなコトに
取り組みます！

豊明社協はこんなコトに
取り組みます！

令和7年度

編集後記 総合福祉会館前の花壇をご存知でしょうか。
色とりどりの花々といっしょにじゃがいもといちごの苗も植えられてい
ます。
ぜひ、のぞいて成長を見守ってくださると嬉しいです。

ご寄付ありがとうございました

イメージキャラクター
あすかちゃん

寄付物件寄付者
大塚　洋子
立松　瞭三
服部真由美

10,000円
10,000円
お米10kg

菓子パン140 個
10,020 円

寄付者
フジパン株式会社豊明工場
株式会社ジーピーセンター

子ども食堂のためにご寄付ありがとうございました。 

キャベツ80玉、玉ねぎ40kg、人参30kg
寄付者

JAあいち尾東豊明支店

走る子ども食堂にご寄付ありがとうございました。

令和７年２月１日から令和７年３月３１日までのご寄付を掲載しております。（敬称略、順不同）

左：社協会長　右：ＪＡあいち尾東豊明支店様
　大地震に備え、毎年、災害ボランティアセンター
設置運営訓練を実施しています。商工会や青年会
議所、藤田医科大学の学生や市内高校生、また駆け
つけていただく災害ボランティアの方々と協力しな
がら、被災地の1日も早い復興支援の為の訓練を実
施します。
　また、愛知県社会福祉協議会と連携し、ICTを活
用した効率的なセンター運営ができるよう備えま
す。

まごころサービス
（資格不要・時間応相談）

同  時  募  集

走る子ども食堂
走り終えました！
　３月２４日（月）～２７日
（木）、社協の真っ赤なキッ
チンカーで市内８ヶ所を周
り、子どもたちに1,200食
のおいしい手づくりのお弁
当をお届けしました。
　ご寄付やボランティアで活動してくださった皆
さまありがとうございました。✿

★この事業の経費の一部は、赤い羽根共同募金を活用しています。

▲一斉ハローウォークの参加者ら（沓掛城址公園にて）

▲昨年度の訓練の様子

▲お弁当を受け取る子どもたちの行列
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